
10年間で林業従事者が
若返った年齢。平成12年の
平均年齢56歳に対し、
平成22年の平均年齢は52.１歳

植林して46～50年以上が経過し、
伐採利用されるのを待つ

人工林の比率。日本の森林には
「宝物」が放置されている 大分県の臼杵市アグリ起業学校が

研修生に目標として掲げる
農業総所得。推進品目の

ピーマンとサツマイモを栽培した場合

新規就農者が農林水産省の
農業次世代人材投資資金を
受けられる最長年数。
トータルの金額は
最大で研修中300万円、
就農後750万円

熱
い
が

3.9

51

7

470
今
ど
き
農
業
や
林
業
で
食
べ
ら
れ
る
の
か
？

そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ほ
し
い
。

こ
の
2
つ
の
産
業
が
消
え
失
せ
て
も

成
り
立
つ
国
な
ん
て
世
界
に
一
つ
も
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
国
も
本
腰
を
入
れ
て
盛
り
返
し
、

そ
れ
に
応
え
て
若
い
力
も
参
入
し
て
い
る
。

農
業
や
林
業
で
十
分
に
生
活
で
き
る
ど
こ
ろ
か
、

こ
れ
か
ら
の
成
長
産
業
と
さ
え
い
え
る
の
だ
。

今
、

歳

%

万円

年間

農
・
林
業

特
集
2

知
ら
れ
ざ
る
成
長
産
業

農
業
で
自
営
し
た
い
人
が
学
ぶ
大
分
県
の
臼
杵

市
ア
グ
リ
起
業
学
校
で
は
、
経
営
指
標
を
研
修
生
た

ち
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ピ
ー
マ
ン
15

ア
ー
ル（
１
５
０
０
㎡
）と
サ
ツ
マ
イ
モ
１
ヘ
ク
タ
ー

ル（
１
万
㎡
）の
栽
培
で
売
上
が
１
０
０
６
万
円
、
経

費
を
差
し
引
い
た
所
得
が
４
７
８
万
７
６
４
０
円
。

就
農
支
援
に
熱
心
な
自
治
体
で
は
、
経
営
が
安
定
す

る
推
進
品
目
の
研
修
か
ら
農
地
斡
旋
、
人
件
費
補
助

ま
で
手
厚
い
施
策
を
整
え
若
い
力
に
期
待
し
て
い
る
。

国
も
応
援
を
惜
し
ま
な
い
。
45
歳
未
満
で
独
立

自
営
を
目
指
す
新
規
就
農
者
に
は
農
林
水
産
省
の

農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
が
出
る
。
研
修
中
は

年
間
１
５
０
万
円
を
最
長
２
年
間
、
就
農
後
は
年

間
最
大
１
５
０
万
円
を
最
長
５
年
間
。
認
定
条
件

は
あ
る
が
最
長
で
７
年
間
、
国
の
補
助
が
受
け
ら

れ
る
の
だ（
営
農
を
中
止
し
た
場
合
は
返
還
義
務
あ
り
）。

公
的
機
関
が
こ
ん
な
に
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
産

業
は
め
っ
た
に
な
い
。
平
成
28
年
度
の
40
代
以
下
の

新
規
就
農
者
数
は
2
万
2
0
5
0
人
。
実
家
が
農

家
で
な
く
て
も
農
業
は
で
き
る
。

一
方
で
林
業
は
ど
う
か
。
こ
ち
ら
も
若
い
力
が
現

場
を
盛
り
立
て
て
い
る
。
平
成
12
年
に
は
56
歳
だ
っ

た
林
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は
平
成
22
年
、
52.
1 

歳
と
3.
9
歳
若
返
っ
た
。
こ
れ
は
、
事
業
主
に
対

し
て
新
規
採
用
者
へ
の
林
業
研
修
費
を
補
助
す
る
林

野
庁
の「
緑
の
雇
用
」事
業
に
よ
る
効
果
が
大
き
い
。

平
成
26
年
度
の
林
業
新
規
就
業
者
数
は
３
０
３
３

人
で
、
３
年
後
の
定
着
率
も
７
割
を
超
え
て
い
る
。

林
業
の
場
合
、
独
立
自
営
で
就
農
す
る
の
と
は
違

い
、
木
材
関
係
の
企
業
や
森
林
組
合
に
就
職
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
特
別
な
自
己
資
金
は
必
要
な
い
。

戦
後
に
植
林
し
伐
採
期
を
迎
え
た
人
工
林
が
、
今

や
日
本
の
森
林
の
51
％
に
及
ぶ
。
い
う
な
れ
ば「
宝

の
山
」。
森
林
資
源
は「
植
え
、
育
て
、
使
い
、
植
え

る
」と
い
う
適
切
な
循
環
利
用
が
欠
か
せ
な
い
。
人

工
林
を
放
置
し
た
ま
ま
だ
と
樹
木
の
間
隔
が
密
に
な

り
、
日
射
が
下
草
に
届
か
ず
土
壌
の
保
水
・
水
源
機

能
が
失
わ
れ
、
土
砂
崩
れ
や
鉄
砲
水
の
お
そ
れ
が
あ

る
。
国
土
保
全
の
た
め
に
も「
使
う
」林
業
の
再
興
が

急
務
な
の
だ
。
国
産
材
の
販
売
に
よ
る
収
益
が
森
林

事
業
者
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
で
森
林
整
備
が
進
む
。

自
衛
官
に
と
っ
て
農
林
業
が
退
官
後
の
選
択
肢
の

1
つ
に
な
る
よ
う
、
関
係
省
庁
が
連
携
を
図
る
動
き

が
出
て
き
た
。
農
林
業
関
係
団
体
に
退
職
自
衛
官
の

求
職
情
報
を
提
供
し
、
退
官
予
定
自
衛
官
に
も
農
林

業
の
情
報
を
周
知
し
始
め
た
。

農
業
と
林
業
は
、
食
料
自
給
率
の
確
保
、
環
境
保

全
、
国
土
保
全
に
つ
な
が
る「
国
を
守
る
」仕
事
。
ま

さ
に
自
衛
隊
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
地
続
き
な
の
だ
。
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